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TNFRSF1B; p75; TBPII; TNFBR; TNFR2; TNFR1B; TNFR80; TNF-R75; p75TNFR; TNF-R-II
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーです。このタンパク質とTNF受容体1はヘテロ複合体を形成し、E3ユビキチンリガーゼ活性を有する2つの抗アポトーシスタンパク質、c-IAP1およびc-IAP2のリクルートを媒介します。TNF受容体シグナル伝達におけるIAPの機能は不明ですが、c-IAP1は抗アポトーシスシグナルを媒介するTNF受容体関連因子2のユビキチン化と分解を介して、TNF誘導性アポトーシスを増強すると考えられています。マウスを用いたノックアウト研究からも、このタンパク質が抗酸化経路を刺激することでニューロンをアポトーシスから保護する役割が示唆されています。
	研究分野
	アポトーシス、TGF-βシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SK-BR-3（1）、C2C12（2）、MOLT4（3）、およびT47D（4）細胞溶解物に対するCD120BマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CD120B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

